
木
県
立
大
田
原

高
等
学
校
の
２

０
２
１
年
度
飯

舘
村
研
修
は
十
一
月

十
三
日
、
十
四
日
の

両
日
ぬ
け
る
快
晴
の

下
で
行
わ
れ
た
（
写
真

１
、
研
修
終
え
酒
米
田
圃

で
）
。
引
率
は
植
木
淳

校
長
、
加
藤
信
行
教

諭
、
藤
原
和
人
教
諭
。 

　
十
三
日
午
後
一
時
、
飯
舘

村
佐
須
滑
の
ふ
く
し
ま
再
生

の
会
事
務
所
前
で
開
会
式
。

今
回
は
スー

パー

サ
イ
エ
ン

ス
部
の
高
校
生
十
一
名
の
ほ

か
、
研
修
補
助

も
兼
ね
東
大
生

四
名
も
参
加
。

研
修
三
年
目
に

あ
た
り
大
田
原
高
校
か
ら
こ

れ
ま
で
研
修
を
支
え
て
き
た

菅
野
宗
夫
さ
ん
ら
村
の
み
な

さ
ん
、
田
尾
陽
一
さ
ん
ら
再

生
の
会
の
メ
ン
バー
に
感
謝

状
が
贈
ら
れ
た
。
誠
に
名
誉

で
あ
り
有
難
い
こ
と
で
あ
る

（
写
真
２
）
。 

　
最
初
の
取

組
は
菅
野
永

徳
農
園
の
大

根
掘
り
、
持

参
し
た
野
菜
も
含

む
放
射
能
測
定
用

で
あ
る
。
手
ほ
ど
き
は
無
論

永
徳
さ
ん
（
写
真
３
、
円
内
は
永

徳
さ
ん
）
。 

　
大
根
掘
り
の

後
、
三
班
に
分
か

れ
、
⑴
〜
⑶
に
各

班
交
代
で
取
組

む
。
⑴
再
生
の

会
・
小
原
壮

二
さ
ん
の
指
導
で
作

物
の
放
射
能
測
定

（
写
真
４
）
、
⑵
大
田

原
高
校
の
先
輩
・
東

大
大
学
院
農
学

生
命
科
学
研
究

科
教
授
・
溝
口

勝
さ
ん
の
指
導

で
埋
設
土
壌
の

放
射
能
測
定

（
写
真
５
）
、
⑶
再
生
の
会
・

佐
野
隆
章
さ
ん
の
指
導
で
森

の
中
の
最
大
放
射
線
探
索

ゲー

ム
（
写
真
６
）
。 

　
三
種
の
測
定
研
修
の
後
、

田
尾
さ
ん
の
案
内
で
炭
焼
き

窯
予
定
地
と
風
と
土
の
家
を

見
学
、
全
員
元
気
い
っ
ぱ
い

川
俣
町
の
宿
舎
「
小
島
ふ
る

さ
と
交
流
館
」
に
移
動
。
夕

食
後
「
ド
ロ
え
も
ん
放
射
線

ク
イ
ズ
大
会
」
へ
。
同
宿
の

大
学
生
チー

ム
を

圧
倒
、
高
校
生
が

優
勝
し
原
作
者
の

溝
口
教
授
の
祝
福

を
受
け
る
（
写
真
７
）
。 

　
二
日
目
朝
八

時
出
発
、
帰
還

困
難
地
区
を
隔

て
る
長
泥
ゲー

ト
の
説
明
を
受
け

る
。
続
い
て
菅
野

啓
一
農
園
へ
。
啓

一
さ
ん
「
天
明
の

飢
饉
を
生
き
延
び
た
先
祖
へ

の
責
任
、
子
孫
へ
の
責
任
も

あ
る
。
だ
か
ら
居
久
根
の
除

染
を
重
機
で
自
力
で
実
施
」

（
写
真
８
、
居
久
根
前
、
円
内
が
啓

一
さ
ん
）
。
福
島
第
一
原
発
側

に
面
し
た
森
で
最
大
放
射
線

量
探
索
ゲー

ム
を
展
開
。 

　
山
田
牧
場
内
の
松
塚
土
壌

博
物
館
（
写
真
９
）
見
学
後
、

「
新
農
家
」
挑
戦
中
の
山
田

豊
牧
場
へ
、
幼
い
子
牛
２
頭

が
人
気
者
に
（
写
真
１
０
、
円
内

豊
さ
ん
）
。
コ
メ
リ
跡
地
で
最

先
端
の
田
舎
の
創
造
に
取
り

組
む
若
き
移
住
者
、
合
同
会

社M
A
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（
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ブ
リ
ン

グ
） C
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松
本

奈
々
さ
ん
と
松
尾

洋
輝
さ

ん
（
写
真

１
１
）
と
交
流
。

ゑ
び
す
庵
で
美
味

し
い
ウ
ド
ン
を
い

た
だ
き
宗
夫
さ
ん
の
ハ
ウ
ス

の
「
振
り
返
り
と
討
論
」
会

場
に
移
動
（
写
真
１
２
、
円
内
宗

夫
さ
ん
）
。
宗
夫
さ
ん
講
義

「
次
世
代
農
業
に
挑
戦
中
で

す
」
生
徒
「
放
射
線
に
つ
い

て
学
ん
だ
。
自
分
も
関
わ
る

研
究
に
生
か
し
た
い
」
生
徒

「
地
域
の
内
部
か
ら
学
べ

た
」
生
徒
「
こ
れ
ま
で
知
ら

な
か
っ
た
こ
と
を
学
ん
だ
」

生
徒
「
昨
年
も
参
加
、
活
躍

す
る
若
者
が
増
え
た
、
長
泥

ゲー

ト
を
始
め
今
年
は
飯
舘

村
に
つ
い
て
の
研
究
を
ま
と

め
た
い
」
生
徒
「
シ
イ
タ
ケ

は
ど
う
な
の
か
？
」
溝
口
さ

ん
「
ま
だ
ま
だ
調
べ
る
必
要

あ
り
」
宗
夫
さ
ん
「
若
い
人

か
ら
元
気
を
い
た
だ
い
て
い

る
」
大
学
生
「
将
来
は
？
」

宗
夫
さ
ん
「
日
本
の
未
来
が

こ
こ
に
あ
る
」
田
尾
さ
ん

「
事
実
を
元
に
考
え
て
、
思

考
停
止
し
な
い
で
」
。 

　
加
藤
先
生
「
今
年
で
三
年

目
、
こ
の
経
験

は
将
来
に
必
ず

繋
が
る
と
思
い

二
日
間
の
学
び

を
忘
れ
な
い

で
」
。 

（
文
責
＆
撮
影
・

若
林
一
平
）

村で学ぶ＆村に学ぶ
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